
　

守山まるごと活性化　議事要旨

日時： 令和５年７月20日（木）午前９時30分から10時30分まで

場所：

出席者：

出席者（行政）：

議題 まるごと活性化推進事業終了後の各プロジェクトのあり方等の方針検討について

会議要旨
①A.野洲川・法竜川・里川の「水辺空間」満喫プロジェクト【説明：川端部会長】　➡「継続」希望

・北川原公園の花壇整備については、一定の作業人員を得ているが、球根購入などの維持管理費用が今後も

必要。

・自治会だけでは人員不足。プロジェクトでは月１回の作業だが、それ以外にも喜多自治会員で整備している。

・水辺環境の大切さを子どもたちに学んでもらうため、旭化成株式会社の協力のもと、トンボ観察会を実施して

きた。こちらはプロジェクトの費用負担は発生していないが、河西の豊かな自然を次世代に継承していくため、子

どもたちへの学びの場の提供が必要。

【意見等】

・トンボ観察会について、観察だけでなくトンボの住める環境づくりのためにビオトープを作るなど、目標をもって取り

組むとコンセプトに継続できてよいと思う。

・現在、喜多自治会で滋賀県世代をつなぐ農村まるごと保全推進協議会の交付金を受けて、稚魚の放流など

している。そういった交付金も継続して活用していけると思う。

②B.近江妙蓮活用プロジェクト【説明：若井部会長】　➡「継続」希望

・県の指定天然記念物であり、市の花でもある近江妙蓮を県内外へPRすることを含め、地域間の交流や魅力

向上に繋げていくために活動してきた。

・現在は、近江妙蓮保存会が中心となって６月くらいから生育管理部会で毎週土曜日に支柱立てなど周辺の

除草など実施している。

・人手や高齢化が課題だが、この財産を継承していく必要があるため、継続を希望する。

【意見等】

・支柱立ては保存会でされているのか。→田中住民の有志による保存会でやっている。プロジェクトでは広報を

やっている。

・市との関係性は。→資料館は市から田中自治会が委託を受けて運営している。観蓮会も市との共催だが、費

用は市の負担。

会議名： 令和５年度第１回まるごと活性化企画委員会

河西会館　小会議室

学区長（Dプロジェクト部会長）

Aプロジェクト部会長、Bプロジェクト部会長、Cプロジェクト部会長

河西会館職員２名

副学区長（Aプロジェクト部会員）、幹事（Dプロジェクト部会員）



④D.河西のみんなで「つながる」プロジェクト【説明：石原部会長】　➡「廃止」希望

・河西学区の子どもたちを対象にどろんこあそび大会や自然体験学習を実施してきた。これまでに一定の成果が

得られたため、本年度で終了としたい。

【意見等】

・自然体験学習やＡプロジェクトのトンボ観察会のような子ども対象の学習会などは今後も発展的に継続してい

く提案ができればと思う。まるごと事業の本来の目的も、地域住民主体の提案型のまちづくりである。

⑤終了後のまるごと活性化推進事業全体について

【意見等】

・トンボ観察会や自然体験学習など、子どもたちを対象とした学びの場の提供を継続していきたい。

・市の方針としては、このような地域住民主体のまちづくり事業に代わる仕組みを考えているのか。

→市から具体的な方針は示されていない。各学区の事業の意向を調査し、それを以て検討する形となる。

・人員は現在のメンバーや地域住民で足りるが、やはり資金援助がないとできない。今は各プロジェクトで最大

10万円だが、それでも足りない。

・河西学区での10年間の成果を踏まえて、今後も継続的な支援が必要ということを伝えたい。

決定事項

・各プロジェクトの今後の方針について、A・B・Cは継続、Dは廃止の意向である旨を市に報

告する。

次回以降に

ついて

市の方針を受けて、次回の企画委員会を開催予定

③C.河西の「身近な魅力」情報発信プロジェクト【説明：近土部会長】　➡「継続」希望

・地域住民主体のまちづくり、活動を通して絆を深める目的は概ね達成できた。

・最初の５年間で、身近な宝物を探すところから始め、多くの方の協力を得て、情報マップやまるごとブログなど、

情報発信のツールを作った。

・次の５年間でツールの活用を計画し、スポーツクラブと共催の歩こう会や河西小学校４年生の校外学習で

マップを使ってもらった。

・宝物を発見すると同時に、宝物が傷んでいることに気付き、維持・保全していく方法を模索した。鳩の森公園

では、木が傷んで鳥が少なくなっていたため、植樹をしたり銘板を作成して守っている。他に趣味サークルによる野

鳥紹介のパネルの設置など。

・ブログについては、より広く、さまざまな人がブログを使って発信できるようにしていきたい。

・今後についても、このような活動をする人々を支援できるような仕組みを残していってほしい。


